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平成２４年度平成２４年度 決算決算のの状況状況
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損益の状況

コア業務純益は、金利低下により運用利回りが低下しましたが、貸出金および有価証券
の運用増強により、前年度並みの３７０億円となりました。
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「コア業務純益」とは？

一般企業の『営業利益』に相当する指標であり、銀行の基礎的な収益力を示します。

＜コア業務純益・経常利益・当期純利益の推移＞

当期純利益は、毎期安定した利益水準を確保しております。
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（単位：億円）

前年度比

預金等 47,109 49,002 51,318 ＋2,316

うち個人預金 30,768 31,465 32,066 ＋601

預り資産残高(注) 4,110 4,128 4,221 ＋93

預金等＋預り資産 51,219 53,131 55,540 ＋2,409

- - 201 201

貸出金 34,878 35,590 36,490 ＋900

うち個人融資 8,895 8,957 9,083 ＋126

24/3末 25/3末23/3末

「いよぎん証券」残高

預金等・貸出金・預り資産残高の状況
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0

経済環境が厳しい中で、 「預金等・貸出金・預り資産」は引き続き増加しております。

（注）預り資産残高･･･国債、投資信託、保険の各残高の合計。22/3末より金融商品仲介による残高を含む。

預金・貸出金とも１６年連続増加は
全国の銀行で当行のみ

預金・貸出金とも１６年連続増加は
全国の銀行で当行のみ

目標を上回る
スタート

目標を上回る
スタート
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預金等の状況

＜愛媛県内預金等残高　当行シェア（２５/３末）＞

（注）銀行・信用金庫でのシェア

５割超 のシェア５割超 のシェア

「預金等」残高は、５兆１，３１８億円 （前年度比＋２，３１６億円） となりました。
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愛媛県内の
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近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では 約９割

近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では 約９割

＜当行預金等残高 地域別構成比（２５/３末）＞
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＜当行貸出金残高 地域別構成比（２５/３末）＞ ＜愛媛県内貸出金残高 当行シェア（２５/３末）＞　

「貸出金」残高は、３兆６，４９０億円 （前年度比＋９００億円） となりました。
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（注）銀行・信用金庫でのシェア

愛媛県内の
お客さまが
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瀬戸内圏域では 約８割瀬戸内圏域では 約８割
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開示不良債権の状況
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開示不良債権は、額・比率とも　減少傾向開示不良債権は、額・比率とも　減少傾向

＜開示不良債権額・比率推移＞

健全性の目安となる「開示不良債権比率」は、２．１８％ と
引き続き低い水準を維持しております。（地方銀行平均 ３．０４％）

経営改善へのご支援に努め、不良債権の削減を目指します。

（億円） 開示不良債権額 開示不良債権比率

「開示不良債権」とは？

金融再生法により、一定の基準に基づき、金額の公表が義務付けられている債権です。
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有価証券評価益 と 自己資本比率の状況

「有価証券評価益」は１，７５６億円と地銀トップクラス を維持しております。

「連結自己資本比率」も １３．００％と高水準で、健全性は十分です。
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財務面の特徴（２４年度）

健全性・成長性・収益性ともに、十分な水準を維持しております。

今後も、各経営指標の向上を目指してまいります。　　

　　　　　＜地銀平均に対する偏差値＞

　　　　　　　　地銀平均＝50
　　　　　　　　当行
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成長性健全性

収益性

預金等平残増加率（過去３年）

貸出金平残増加率（過去３年）

コア業務粗利益増加率（過去３年）

ＯＨＲ

（経費／コア業務粗利益）

ＲＯＥ

有価証券評価益（連結）

不良債権比率

（金融再生法）

当行実績：2.18％

地銀平均：3.04％

ＲＯＡ

（コア業務純益／総資産）
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　２５年度の「コア業務純益」は３６０億円（前年度比△１０億円）、

　「当期純利益」は１８５億円（前年度比＋３億円）を見込んでおります。

２５年度の利益予想

●25年度（単体）業績予想 （単位：億円）

中間期実績 中間期予想 前年同期比 前年度比

コア業務粗利益 422 846 431 ＋ 9 840 △  6

うち資金利益 391 781 398 ＋ 7 773 △  8

うち役務等利益 25 50 27 ＋ 2 54 ＋ 4

経費 242 476 246 ＋ 4 482 ＋ 6

コア業務純益 179 370 185 ＋ 6 360 △  10

信用コスト 46 75 74 ＋ 28 102 ＋ 27

経常利益 103 296 150 ＋ 47 300 ＋ 4

当期(中間)純利益 62 182 95 ＋ 33 185 ＋ 3

経常収益 528 1,048 535 ＋ 7 1 ,025 △  23

25年度年間予想　24年度年間実績


